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に
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を
読
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（
会
田
家
文
書
№
１
５
０
６
） 

 

山
本
大
夫
江
着
、
守
屋
七
郎
江
面
談 

致
度
旨
、
用
人
山
本
喜
兵
衛
江
申
談
、 

守
屋
七
郎
ハ
青
柳
江
年
々
配
札
之 

手
代
、
翌
十
八
日
て
ん
き
よ
し
、
二
見
が 

浦
参
詣
、
翌
十
九
日
て
ん
き
よ
し
、 

太
々
御
神
楽
奉
納
、
両
宮
参
宮 

無
滞
相
済
、 

廿
日
山
本
大
夫
出
立
、
ア
サ
マ
が
嶽 

虚
空
蔵
参
詣
、
同
前
茶
屋
内
宮
や 

泊
り 

廿
一
日
ア
サ
マ
が
嶽
出
立
、
磯
邊(

辺)

江
行
、 

登
下
り
之
坂
有
り
、
民
家
無
之
五
拾
丁 

程
行
、
ゴ
チ
村
民
家
有
り
、
其
村
ハ
ヅ
レ 

茶
店
有
り
、
次
ニ
二
瀬
川
を
渡
り
、
左 

之
道
ハ
沓
懸
村
、
其
先
三
ッ
又
ア
リ
、 

左
磯
邊(

辺)

道
也
、
泊
り
磯
邊(

辺)

御
師 

世
古
浄
太
夫
磯
邊(

辺)
 

大
神
宮
猿
田
彦
拝
礼 

廿
二
日
磯
邊(

辺)

よ
り
宇
治
へ
四
里
此
出
、
ハ
ヅ
レ
ニ 

あ
ふ
む
石
出
ヌ
ケ
ニ
ナ
ル
、
夫
よ
り
五
十
丁
計 

至
り
天
之
岩
戸
猿
田
彦
神
社
、
片
葉 

之
杉
夫
よ
り
坂
有
り
、
志
摩
伊
勢
国
境
、 

志
摩
ハ
稲
垣
信
濃
守
伊
勢
神
領
也
、 

坂
ヲ
下
り
笹
原
村
酒
店
、
夫
ヨ
リ
真
那 

板
橋
世
タ
メ
石
ア[

リ]

、
此
間
小
川
数
多 

ア
リ
四
十
八
瀬
渡
ト
云
、
山
本
江
至
り 

日
高
く
出
立 

  



 

 

【
読
み
下
し
】 

 

山
本
大
夫
へ
着
き
、
守
屋
七
郎
へ
面
談 

致
し
た
き
旨
、
用
人
山
本
喜
兵
衛
へ
申
し
談
ず
、 

守
屋
七
郎
は
青
柳
へ
年
々
配
札
の 

手
代
、
翌
十
八
日
て
ん
き
よ
し
、
二
見
が 

浦
参
詣
、
翌
十
九
日
て
ん
き
よ
し
、 

太
々
御
神
楽
奉
納
、
両
宮
参
宮 

滞
り
無
く
相
済
み
、 

廿
日
山
本
太
夫
出
立
、
あ
さ
ま
が
嶽(
朝
熊
ヶ
岳)

 

虚
空
蔵
参
詣
、
同
前
茶
屋
内
宮
や 

泊
り 

廿
一
日
あ
さ
ま
が
嶽(

朝
熊
ヶ
岳)

出
立
、
磯
辺
へ
行
き
、 

登
り
下
り
の
坂
有
り
、
民
家
之
無
き
五
拾
丁 

程
行
き
、
ご
ち
村(

五
知
村)

民
家
有
り
、
其
の
村
は
ず
れ 

茶
店
有
り
、
次
に
二
瀬
川
を
渡
り
、
左 

の
道
は
沓
懸
村
、
其
の
先
三
ツ
又
あ
り
、 

左
磯
辺
道
や
、
泊
り
磯
辺
御
師 

世
古
浄
太
夫
磯
辺 

大
神
宮
猿
田
彦
拝
礼 

廿
二
日
磯
辺
よ
り
宇
治
へ
四
里
此
れ
出
て
、
は
ず
れ
に 

 

あ
ふ
む
石
出
て
ぬ
け
に
な
る
、
夫
よ
り
五
十
丁
計 

至
り
天
之
岩
戸
猿
田
彦
神
社
、
片
葉 

の
杉
夫
よ
り
坂
有
り
、
志
摩
伊
勢
国
境
、 

志
摩
は
稲
垣
信
濃
守
伊
勢
神
領
也
、 

坂
を
下
り
笹
原
村
酒
店
、
夫
よ
り
真
那 

板
橋
世
た
め
石
あ
り
、
此
の
間
小
川
数
多 

あ
り
四
十
八
瀬
渡
と
云
、
山
本
へ
至
り 

日
高
く
出
立 

 


